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薙

報

●
本
年
繭
月
廿
四
日
の
日
食
－
結
果

　
　
　
　
（
ω
o
貯
「
国
。
累
差
o
o
h
冒
p
奏
蔓
い
轟
9
じ

　
此
の
日
食
に
太
西
洋
の
北
部
為
横
断
し
旗
の
で
あ

る
が
、
其
の
皆
既
線
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
の
ス
ー
ペ

”
オ
ル
湖
西
端
に
始
ま
っ
て
、
ナ
・
イ
ア
ガ
ラ
爆
布
な

過
ぎ
、
コ
ネ
テ
カ
ト
州
か
ら
洋
上
に
移
り
、
匡
る
か

に
英
國
の
北
端
近
く
ま
で
聾
し
六
。
齪
測
ば
主
ピ
し

て
来
國
で
行
ば
れ
糞
が
、
此
の
日
食
線
内
に
に
コ
ー

ネ
・
シ
（
イ
サ
．
力
市
）
、
ダ
ド
レ
イ
（
ナ
〃
バ
ニ
ー
市
）
、

ゾ
サ
ー
（
ポ
キ
ブ
シ
i
市
）
、
エ
ー
ル
（
ニ
ウ
・
ヘ
ヴ
ン

山
ゆ
）
、
ユ
ス
レ
イ
（
ミ
ド
ル
タ
ウ
ン
山
巾
）
、
ナ
ン
友
’
ヶ
ト

（
ナ
ン
タ
ケ
ト
市
）
繧
可
の
大
小
公
私
立
天
文
恵
鵡
が
十
ケ

所
も
あ
り
、
叉
、
此
の
邊
ほ
一
帯
に
来
國
中
の
人
口

多
く
、
丈
化
の
瀧
ん
だ
地
方
な
の
で
、
籔
ケ
月
以
前

か
ら
の
前
景
氣
に
大
し
六
も
の
で
あ
っ
カ
Q

　
右
に
記
し
糞
諸
天
文
婆
が
居
な
が
ら
此
の
日
食
炬

観
や
う
ビ
準
備
し
貢
ば
か
り
で
な
く
、
他
か
ら
も
、

例
へ
げ
n
、
ヰ
〃
ソ
ン
山
　
ご
ワ
シ
ン
ト
ン
（
海
軍
）
ぜ
ス

ン
ー
ス
モ
ア
ビ
て
デ
ソ
ン
定
ゾ
ジ
ニ
ア
大
學
マ
」
の
各

天
文
豪
ば
ミ
ド
ル
タ
ウ
ン
に
出
張
し
、
ハ
ー
ゾ
マ
ド

大
學
ば
ナ
ン
タ
ケ
ト
に
㍉
叉
、
ヤ
τ
キ
冒
ス
ば
三
隊

な
各
所
に
派
遣
し
て
観
測
に
當
ら
し
め
六
。

　
ニ
ウ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

　
「
新
野
州
の
一
月
宋
」
亡
い
ふ
日
だ
か
ら
、
天
氣

に
多
分
駄
目
だ
ら
う
定
い
ふ
豫
想
為
し
六
人
々
が
多

く
、
吻
グ
天
文
墓
な
ご
ば
、
其
の
六
め
に
今
回
は
観

測
隊
た
派
遣
し
な
か
つ
六
〇
し
か
る
に
、
薄
墨
、
日

合
澱
の
駐
日
に
に
ナ
イ
ア
ガ
ラ
以
東
の
土
地
に
一
帯
に

空
が
晴
れ
て
、
観
測
に
充
分
に
行
に
れ
、
只
、
其
の

以
西
ミ
ン
ガ
ン
、
ヰ
ス
コ
ン
シ
ン
雨
州
に
曇
ら
れ
六
〇

　
襯
測
報
告
に
よ
う
ビ
、
其
の
頃
か
ら
太
陽
ば
新
活

動
為
始
め
ん
定
す
ろ
時
期
な
の
で
、
現
に
れ
六
コ
ロ

ナ
も
所
〔
謂
「
中
位
」
の
程
度
で
、
赤
川
平
か
ら
も
、
南
北

の
爾
黒
黙
帯
か
ら
も
可
な
り
獲
蓮
し
六
コ
ロ
ナ
線
が

登
出
し
、
西
線
に
ば
殊
に
珍
ら
し
い
プ
ロ
シ
ネ
ン
ス

が
見
え
・
糞
亡
い
ふ
。
（
口
口
｛
参
．
照
）

　
自
分
ぱ
此
の
日
食
の
日
、
伊
太
利
の
ナ
ポ
リ
天
丈

墓
に
居
て
、
部
分
蝕
為
観
糞
。
（
山
本
）

5
彗
星
近
況
（
O
O
目
①
け
　
り
廟
O
ヌ
「
o
自
）

　
本
年
度
の
第
一
彗
星
（
お
膿
帥
）
1
1
前
號
に
誌
し
れ

通
り
シ
ア
イ
ン
（
留
旦
p
）
巽
が
乙
女
星
座
に
填
れ
奄

十
二
し
て
以
來
西
へ
蓮
動
揺
縫
績
し
、
．
三
月
二
十
入

日
に
は
獅
子
座
に
入
り
、
．
四
月
中
に
シ
、
ヒ
爾
星
の

南
五
度
ば
か
り
の
所
々
動
い
て
ゐ
ぬ
が
、
五
月
に
も

街
東
行
准
つ
窟
け
、
六
月
始
め
に
．
は
ア
（
レ
グ
〃
ス
）

星
の
南
方
に
蓮
す
ろ
見
込
み
で
あ
ろ
Q
加
州
大
喜
．
天

丈
璽
の
ロ
イ
シ
ナ
！
（
諺
．
　
○
．
　
．
い
①
口
ω
O
プ
昌
①
居
）
氏
の
計

算
に
よ
れ
ば
、
此
の
星
ば

　
　
近
日
貼
蓮
過
　
本
年
九
月
十
七
日

　
　
鰍
道
の
傾
き
　
百
四
十
六
度
牛

　
　
近
日
黙
距
離
　
四
二
四
（
天
丈
軍
位
）

で
あ
る
か
ら
、
今
後
も
爾
暫
く
は
観
ら
れ
る
定
思

ふ
。
光
度
ぱ
今
十
一
等
で
あ
ろ
が
、
距
離
口
頗
る
遠

方
で
あ
る
か
ら
、
眞
の
光
度
ぱ
可
な
り
大
き
い
わ
け

で
あ
ろ
。

　
本
年
度
の
第
二
彗
星
（
お
戯
び
）
に
η
ー
ド
（
芝
亀

菊
①
【
噺
）
氏
が
戸
発
見
以
來
海
蛇
座
を
南
西
の
方
へ
遽
動

し
、
五
月
上
旬
に
が
星
の
近
く
た
通
過
し
象
。
上
月

幽不

ﾉ
に
べ
星
一
の
四
四
近
に
著
ろ
筈
O
”
此
の
星
に
．
つ
い
て

も
加
州
大
學
の
晒
者
れ
ち
が
、
週
期
十
五
年
溺
霊
い

ふ
楕
圓
軌
渣
を
計
算
し
六
が
、
之
れ
に
正
確
な
も
の

で
に
な
い
ε
い
ふ
。
光
度
に
八
等
。

　
次
に
、
本
年
の
第
三
彗
星
（
お
悼
鴇
）
に
オ
ル
キ
ス

（
○
汗
『
N
）
氏
が
ペ
ガ
ソ
ス
座
に
獲
見
以
來
、
北
回
し

速
度
も
櫓
零
し
象
Q
四
月
中
旬
に
に
エ
．
一
星
を
訪
ひ

二
十
四
日
に
ば
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
に
入
っ
て
オ
星
の

近
く
か
維
五
月
五
日
に
ぱ
遂
に
ヵ
シ
ナ
ペ
ア
座
に
入

つ
表
。
光
り
匡
入
等
級
で
あ
る
か
ら
三
石
望
薄
鏡
で

充
分
に
見
え
ろ
。
五
月
宋
に
ば
北
極
星
の
東
に
來
う

だ
ら
う
。

⑤
へ
ー
ル
氏
雪
月
の
太
陽
研
究
所

　
　
　
　
（
甲
。
や
竪
囲
Φ
、
ω
。
Q
。
犀
訂
び
。
巨
。
曙
）

　
へ
ー
ル
（
O
．
国
．
］
悶
跳
O
）
氏
美
い
へ
ば
ヤ
ー
キ
ー
ス

天
盛
自
虐
ヰ
ゥ
ソ
ン
山
奮
迅
壷
ぜ
奄
創
立
し
力
學
界

の
大
功
勢
者
で
あ
ろ
が
、
数
年
前
、
病
氣
の
穴
め
ヰ

ル
ソ
ン
山
天
理
憂
長
な
濡
し
塵
O
其
の
後
、
エ
ヂ
プ

｝
に
韓
聾
し
て
、
暫
く
艮
天
文
の
事
を
忘
れ
て
み
れ

ら
し
く
見
え
六
が
、
一
九
一
一
三
年
末
か
ら
叉
元
の
パ

サ
デ
芋
竃
に
借
蹄
來
し
、
こ
ん
ご
新
し
く
私
立
の
太
陽

心
耳
愚
な
建
て
、
之
れ
も
新
案
の
分
光
太
陽
鏡
（
Q
。
P

①
。
口
。
｝
邑
ご
8
0
唱
Φ
）
た
用
み
て
、
太
陽
表
面
の
観
察
及

研
究
ん
～
や
る
亡
炉
ふ
o
i
此
の
研
究
所
に
ヰ
ル
ソ

ン
山
麓
の
パ
サ
デ
ナ
市
に
建
て
ら
れ
ろ
の
で
あ
る
が

最
近
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
ヰ
ツ
ソ
ン
山
の
上
ば
時

々
急
激
な
氣
流
に
よ
っ
て
、
天
禮
観
測
が
妨
げ
ら
れ

る
に
反
し
、
聖
地
に
あ
る
パ
サ
デ
ナ
市
で
匡
島
の
種

の
妨
｛
舌
が
F
少
ヵ
覇
く
、
設
備
さ
へ
あ
れ
γ
げ
【
ヰ
ル
ソ
ン
山

上
よ
り
も
立
派
な
襯
測
が
出
來
る
筈
で
あ
ろ
ビ
。
此

一
コ
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の
新
研
究
所
に
し
μ
十
二
吋
（
一
二
十
セ
ン
チ
）
の
レ
ン
ズ

々
持
つ
望
蓮
鏡
を
置
く
こ
ε
に
な
り
、
目
下
、
ヰ
ル
ソ

ン
山
天
文
墓
の
パ
サ
デ
ナ
工
場
で
製
作
申
で
あ
ろ
。

●
三
ラ
星
の
直
径
（
U
三
日
辞
臼
9
寓
罵
卯
）

ヰ
ル
ソ
ン
山
江
丈
壷
の
百
吋
（
二
霊
入
セ
ン
チ
）
反
射

弓
蓮
鏡
で
、
ピ
ー
ス
（
℃
①
器
①
）
氏
が
ミ
ラ
星
（
か
の
有

名
な
攣
光
星
）
の
覗
直
径
奄
干
渉
法
で
測
つ
☆
ε
こ

ろ
が
、
（
天
界
第
声
巻
六
〇
頁
塗
照
）
其
の
結
果
○
・

〇
六
秒
の
角
度
芯
な
つ
六
Q
之
れ
．
な
實
直
律
に
直
し

て
見
る
定
、
さ
き
に
同
一
方
法
で
測
ら
れ
た
ア
ン
タ

レ
ス
星
の
山
口
径
よ
り
・
も
少
・
し
く
小
さ
い
け
れ
ご
、
そ

れ
で
も
地
球
の
軌
疸
よ
り
も
ば
う
か
に
大
き
い
も
の

ビ
な
ろ
又
、
○
・
〇
六
秒
亡
い
ふ
角
度
ほ
．
干
渉
法
で

測
ら
れ
六
恒
星
宜
径
の
最
大
の
レ
コ
ー
ド
で
あ
る
。

●
天
文
時
の
塵
止
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
○
昌
》
ω
呼
9
6
臼
陣
2
｝
重
日
。
）

　
國
際
協
議
に
基
づ
き
、
今
「
九
二
五
年
の
始
め
か

ら
に
天
文
時
亡
い
ふ
も
の
な
旗
し
、
天
文
墨
者
ば
す

べ
て
一
般
与
島
の
常
用
時
為
用
ふ
る
や
う
に
な
つ

カ
。
天
丈
時
ぜ
ば
毎
日
の
日
附
が
正
午
に
始
ま
り
、

次
の
日
の
正
午
ま
で
な
一
日
ぜ
し
て
二
十
四
時
間
に

匹
卜
す
る
方
法
（
午
前
午
後
の
別
だ
用
み
す
、
○
時
よ

リ
ニ
十
四
時
ま
で
呼
ぶ
）
で
あ
っ
て
、
古
く
ば
ト
レ
ミ

レ
の
重
代
か
ら
千
八
百
年
余
の
問
、
天
文
家
に
用
ゐ

ら
れ
て
る
索
も
の
で
あ
る
が
、
天
丈
學
一
目
會
ぜ
の

接
鰯
が
多
く
な
つ
六
旗
め
、
今
回
臨
写
之
れ
た
慶
止

し
六
わ
け
で
あ
る
、
，
！
し
か
る
に
、
天
文
家
の
中
に

に
中
々
此
の
昔
し
か
ら
の
天
丈
時
な
る
も
の
な
便
利

だ
定
し
て
葉
て
難
く
思
ふ
人
が
多
く
、
い
よ
一
今

年
に
な
っ
て
か
ら
も
や
に
り
之
れ
炬
用
み
て
み
る
人

が
あ
る
ら
し
い
Q
つ
い
て
に
今
年
七
月
に
英
國
ケ
ン

プ
リ
ヂ
市
で
開
か
れ
る
天
丈
同
盟
玉
虫
の
席
上
で
も

此
の
問
題
に
塾
し
て
激
し
い
討
論
が
あ
る
ら
し
い
前

景
氣
で
あ
っ
て
、
ナ
ラ
ン
．
ダ
其
の
他
か
ら
種
々
の
保

守
的
な
議
案
が
出
る
ら
し
い
O

●
．
苧
山
清
喚
敷
授
（
甲
。
h
●
国
◎
閏
冨
お
舞
）

　
本
誌
前
上
に
、
日
本
か
ら
ヶ
ン
プ
リ
ヂ
の
天
丈
同

盟
総
會
に
代
員
亡
し
て
出
席
さ
れ
ろ
一
人
な
裾
山
信

氏
ピ
記
し
六
の
匡
誤
q
で
あ
っ
て
、
實
ば
夏
山
清
次

敏
授
で
あ
る
Q
教
授
ぱ
五
月
十
四
日
過
戸
出
帆
の
伏

見
丸
で
渡
飲
さ
れ
☆
o

⑪
ホ
年
度
の
京
都
大
學
天
交
講
義

　
本
年
四
月
か
ら
京
都
帝
寛
大
地
理
面
部
宇
宙
物
理

學
教
室
で
行
ほ
れ
て
み
る
天
丈
學
の
諸
講
義
亡
其
の

携
當
者
匡
左
の
通
り
。

　
新
城
敢
授

　
　
　
宇
宙
物
理
學

　
　
　
宇
宙
物
理
學
研
究
實
験
及
演
習

　
　
　
天
丈
學
史

　
　
　
地
磁
三
舞
空
中
電
語
論

　
山
本
敏
授

　
　
　
星
學
通
論

　
　
　
天
雅
物
理
學

　
　
　
天
膿
魏
測
第
二
部

　
上
田
助
教
授

　
　
　
誤
差
論
及
計
算
法

　
　
　
球
面
天
文
學

　
　
　
天
鱒
観
測
第
一
部

二
二

　
荒
木
助
教
授

　
　
　
天
壁
力
學

　
　
　
宇
宙
物
理
學
二
藍
及
演
習

　
小
野
講
師

　
　
　
字
宙
物
理
學
鴨
瞼
及
演
脅

　
ち
な
み
に
、
小
野
講
師
ほ
昨
年
來
病
氣
で
三
下
休

ん
で
居
ら
れ
ろ
。

●
ジ
意
ン
ス
氏
（
一
）
5
｝
．
出
．
｝
壁
蕊
）

　
莫
國
に
於
い
て
目
下
盛
名
隆
々
六
る
ジ
ー
ン
ス
博

士
ば
、
去
る
二
月
、
ロ
ー
ヤ
ル
天
丈
二
藍
総
監
に
於

い
て
今
明
ニ
ケ
年
の
間
の
會
長
に
推
學
ぜ
ら
れ
穴
Q

又
、
ま
も
な
く
同
氏
ば
英
國
に
於
け
る
橿
密
院
の
申

の
理
學
研
究
委
員
顧
問
に
任
ぜ
ら
れ
六
。

●
口
・
ン
や
國
の
天
文
學
界
（
》
管
守
。
ロ
。
土
筆
ぢ
心
外
。
。
貯
）

　
ロ
シ
ア
ぜ
日
本
ぐ
」
ば
近
く
國
交
な
回
復
し
六
わ
け

だ
か
ら
、
其
の
天
文
學
界
の
事
情
…
も
「
慮
知
る
必
要

が
あ
ろ
。
小
遊
星
の
口
口
等
で
以
前
か
ら
有
名
な
シ

メ
イ
ス
（
O
Q
且
Φ
尻
ー
ク
リ
ミ
や
牛
島
南
端
）
天
丈
墓
が

薪
し
く
旨
旨
グ
ラ
ブ
製
の
百
セ
ン
チ
（
四
十
吋
）
反
射

望
逡
鏡
を
二
つ
六
こ
蜜
に
前
に
報
ど
療
Q
（
天
界
第
三

十
二
紅
絵
二
六
七
頁
∪
）
孕
れ
ピ
二
曲
し
て
、
ロ
シ
ア

政
府
匡
理
學
研
究
の
曲
直
に
思
ひ
き
つ
六
大
方
針
な

立
て
、
モ
ス
コ
ー
に
に
大
寒
天
丈
姦
定
座
並
ん
で
國

立
の
天
朧
物
理
天
丈
墓
の
念
晴
し
い
の
葎
新
設
し
、

叉
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
（
元
の
ペ
ト
・
グ
ラ
ー
ド
）
に

に
大
吾
、
な
天
丈
聖
意
た
起
し
、
有
名
な
プ
ル
コ
ゾ
天

丈
墓
な
充
實
し
、
其
の
出
張
所
亡
し
て
ニ
コ
ラ
エ
フ

や
オ
デ
サ
の
灘
測
所
に
も
力
な
注
ぎ
、
更
に
遙
か
中

央
ア
ジ
ア
の
タ
〃
シ
ン
ト
天
丈
馨
も
今
後
ほ
プ
ル
コ

ゾ
の
一
支
所
ミ
し
て
活
躍
す
る
ε
い
ふ
次
第
。
其
の

他
、
國
内
に
散
在
す
る
理
数
ケ
所
の
大
學
天
文
塵
も

此
の
．
図
譜
に
乗
じ
て
奮
起
す
ろ
ば
必
然
で
あ
ろ
。
1

今
後
に
世
界
に
於
け
る
天
丈
國
宅
し
て
来
ざ
猫
ビ
露

定
が
も
最
・
も
雷
晶
要
な
も
の
に
数
へ
ら
、
れ
る
だ
ら
・
り
O


